
 

 

 

 

10
月
14
日
（
日
）
、
台
場
小
学
校
で

品
川
区
防
災
協
議
会
・
品
川
第
一
地
区

協
議
会
主
催
の
品
川
第
一
地
区
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に

は
、
町
会
・
自
治
会
・
関
係
者
を
含
め

て
、
１
２
８
９
名
も
の
大
勢
の
方
が
参

加
し
、
品
川
第
一
地
区
の
住
民
の
防
災

意
識
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
や
品
川
消
防
少
年
団

か
ら
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

大
人
よ
り
も
熱
心
に
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
例
年
よ
り

も
外
国
人
の
方
も
多
く
参
加
し
、
通
訳

を
通
し
て
、
初
め
て
体
験
す
る
訓
練
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

    

今
年
の
訓
練
で
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

や
ク
ン
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
の
初
期

消
火
訓
練
、
A
E
D
取
扱
い
訓
練
、
倒

壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
や
、
ポ
ン
プ

を
使
用
し
た
一
斉
放
水
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

放
水
訓
練 

で
は
、
見
事 

な
ポ
ン
プ
操 

法
が
披
露
さ 

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
品
川
区
民
憲
章
制
定
30
周
年
を

記
念
し
、
台
場
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

区
民
憲
章
朗
読
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、

2
人
の
大
き
な
声
で
堂
々
と
朗
読
を
す

る
姿
に
、
訓
練
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

     地
震
体
験
訓
練
で
は
、
品
川
区
が
首
都

圏
の
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て
導
入
し

た
「
多
機
能
型
地
震
体
験
車
」
を
使
っ

て
、
震
度
7
の 

立
っ
て
い
る
こ 

と
の
で
き
な
い 

揺
れ
を
体
験
し
、 

改
め
て
地
震
の 

恐
ろ
し
さ
を
再 

確
認
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
初
め
て
、
品
川
区
防
災
課
に
よ

る
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
」「
防
災
ラ
ジ
オ
」

「
仮
設
ト
イ
レ
」「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

の
展
示
が
行
わ
れ
、
初
め
て
見
る
機
材

を
参
加
者
は
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し

た
。（
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
」「
防
災
ラ
ジ

オ
」
に
つ
い
て
は
、
右
下
を
参
照
） 

当
日
は
、
怪
我
も
な
く
、
無
事
防
災
訓

練
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「スタンドパイプ」とは、消火栓等に差し込み、ホース・

筒先を結合することで、毎分 100 リットル以上の放水がで

きる消火用機材です。軽量で操作も簡単で、また、消防車

両が進入できない道路の狭い地域や木造住宅密集地域で

は、火元直近の消防水利を活用した有効な消火活動ができ

ます。今年度、小型ポンプを所持している町会・自治会へ

品川区防災課から、配備される予定です。 

 

☝ AED 訓練を

行う品川消

防少年団 

(右) 石田 虎太郎 君 
(左) 須田 祭 さん ☝ NEW「地震体験車」 

 

 
 防災ラジオとは、AM/FM ラジオ放送と品川区防災行

政無線を聞くことができ、ラジオ放送を聞いていても、

防災行政無線放送を受信すると、強制的に緊急放送に切

り替わるという仕組みになっています。 
 また、手巻き式発電機を搭載していて、携帯電話への

充電も可能です。 
 品川区では、防災ラジオをあっせん価格（一般…4,000
円、高齢者･障害者のいる世帯…2,000 円、低所得世帯…

2,000 円）にて販売しています。 
  

     [お問い合わせ] 
        防災まちづくり事業部 防災課 
      TEL 03-5742-6695   FAX 03-3777-1181 

 
 

講師：品川警察署 生活安全課長 

 9 月 6 日（木）19 時から、北一会館にて、防犯講話が行われ、参加者の

皆さんは、真剣に話に聞き入っていました。（以下、講話内容の要点） 
① 振り込め詐欺 
   近年、手口は複雑かつ巧妙化していて注意が必要!!また、最近の傾

向としては、公費の還付金詐欺が多発していて、「公費の還付は 100％
無い」という意識を持つようにしましょう。 

   対策の 1 つとして、「ハローページの掲載をやめる」。詐欺集団の 8
割はハローページを使用して無作為に電話をかけてくるからです。 

② どろぼう（進入盗） 
   近所で見かけない人・挙動が怪しい人を見かけたら 110 番通報しま

しょう。また、家の周りの音に注意しましょう。どろぼうの中には、

わざと大きな音を鳴らして、その家が留守かどうか確かめるケースが

あるからです。 
③ 薬物乱用非行防止講話（脱法ドラッグ･ハーブ） 
   リラックス効果のあるアロマやお香などが流行り、若者の間で浸透

してきましたが、最近、繁華街(六本木)やインターネットなどで、「脱

法ドラッグ・脱法ハーブ」が「合法ハーブ」や「お香」などという名

称で売られています。これは、覚醒剤より大麻に近いもので、場合に

よっては死亡することもあります。 
   もし、若い人が持っていたら、すぐに警察に連絡をいれましょう。 
④ サイバー犯罪被害防止講話（スマートフォン） 
   最近は、スマートフォンを使ったインターネット犯罪が多発してい

ます。スマートフォンは、携帯電話ではなく、携帯できるパソコンで

あると認識しましょう。 
   最も注意すべきは、個人情報の流出!!一度でもネット上に流れたら、

半永久的にネットの中に残ってしまいます。また、常に新しいウイル

スが作られているので、ウイルス対策ソフトではカバーできません。 
   スマートフォンはとても便利ですが、非常に危険であることを意識

し、一定のルールを守って楽しく使用しましょう。 


